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「健康関連ひとつなぎデータ」への挑戦
～ 複数分野をつなぐデータ連携基盤から「ウェルビーイング」の実感へ 〜

蒲郡市民病院 デジタル医療推進室  室長（兼 蒲郡市 デジタル行政推進課） 清水 一
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私が発表する今回の演題について
開示すべきCOIはありません。

演題名： 「健康関連ひとつなぎデータ」への挑戦
～ 複数分野をつなぐデータ連携基盤から「ウェルビーイング」の実感へ 

筆頭演者名： 清水 一
飯田 征昌

国際モダンホスピタルショウ2025
COI開示
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愛知県蒲郡市（がまごおりし）のご紹介

3

人 口： 73,376人      世帯数： 33,947世帯
（2025年7月1日現在）

老年人口割合： 31.6%
 （65歳以上：2025年4月1日）

面 積： 56.96 ㎢
     （東西 12.44 ㎞ 南北 11.64 ㎞）

     千賀投手が高校時代に足腰を鍛えるため
階段ダッシュをしていた神社の前に設置

  太平洋岸最大級、直径約650mの花開く
正三尺玉 蒲郡まつり納涼花火大会 7/27

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025



4

【蒲郡市民病院】

病床数： 382床
急性期病床（6病棟） 267床
地域包括医療病棟（1病棟） 55床
地域包括ケア病棟（1病棟） ６0床

標ぼう診療科： ３0科

所在地： 愛知県蒲郡市平田町向田1-1
主要用途： 総合病院 （2次医療機関）
医療圏： 東三河南部医療圏

《2024年度 稼働実績》

病床稼働率： 78.8％ （新規入院患者 7,497人）

救急車搬送患者数： 3,800件
手術件数： 3,057件
外来延べ患者数： 152,970人

2019年7月 手術支援ロボット ダヴィンチ導入
2024年4月 災害拠点病院として指定
2024年11月 地域包括医療病棟を届出
市民の健康・命を守っていくことを確実に進める
ため、現在、敷地西側に新棟を建築予定

《自己紹介》 清水 一

1994年 蒲郡市に入庁 （一般事務職）
交通安全・税務・道路・生涯学習関係部署を経て
2015年 蒲郡市民病院  地域医療連携室へ異動
2017年より医事課 （病院情報システム業務を含む）
2024年 デジタル医療推進室および

蒲郡市 デジタル行政推進課を兼務
2025年よりデジタル医療推進室にて勤務

医療健康・福祉関係およびデジタル関係（システム連携・
データ活用業務） … 市民病院で初めてのチャレンジ

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025



蒲郡市民病院の中期的目標とDX推進体制

2022年度より、病院のICT・広報に関わる部門を集約

し、病院長直轄の「デジタル医療推進室」を発足

2025年度は室長（次長級）をはじめとする

・専任職員：8名（うち非常勤2名）

・兼務職員：5名（医療技術職）

の体制で運営

データ活用によるDX推進こそが
デジタル医療推進室に課せられた使命！
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Act 1. 蒲郡市民病院における医療DXとデータ活用について
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Episode 1     医療DXへの大きな転機

Episode 2   「見える」から「使える」へ

Episode 3     データは「誰もが主体的に」使うもの

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025

蒲郡市民病院 デジタル医療推進室  室長     清水 一
兼 蒲郡市 デジタル行政推進課  
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2021年5月 電子カルテ更新
経験値０からのスタート

Episode 1  医療DXへの大きな転機

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025



2018年 名古屋市立大学と寄付講座締結
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寄付講座の研究テーマとしても着手

当初： ICT活用
→ 2021年～

診療情報（EHR）等を活用した病院業務の
デジタル化推進

◼ 2019年6月 次期病院情報システムRFI実施

◼ 2019年11月 次期病院情報システム開発・導入業者決定

⚫ 名古屋市立大学病院保有の病院情報システム： NeoChart の導入

◼ 2020年12月〜2021年1月 総合リハーサル実施

◼ 2021年3月 次期病院情報システム稼働延期

⚫ 新型コロナ感染者の発生による開発・導入作業の遅延

⚫ 大学病院固有のシステムに対して、一般病院における運用の相違点に
起因する確認・調整に時間を要するなど

◼ 2021年5月1日0時  旧病院情報システム稼働停止

◼ 2021年5月2日17時 新病院情報システム稼働開始

◼ 2022年4月 デジタイル医療推進室を設置

この選択が大きな転機

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025



DXは進めたいが… よくわからんのです

9

「データを腹に収める」って？
見えているのに使えない

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025



電子カルテ更新 NeoChart 選択は何のため？

10病院に必要なデータを病院の手に取り戻し、自ら管理・活用する

寄付講座の研究テーマ

診療情報（EHR）等を活用した
病院業務のデジタル化推進

地域唯一の基幹病院としての使命（目的）

・医療の質 向上
・経営の安定化（生き残り）

見えてきたシステムの課題

・病院システム → 数多くのシステムで構成
                                       名ばかりのシステム間 「連携」    データは分散

・部⾨システム →   「個別」 では最適のシステム

 データベースの構造も個別特化 （サイロ化を促進）

・データ連携      → 現場はまわる
 実態は非構造化テキストをクリップボード経由のコピペ、URL連携

・経営に必要な情報 →   「永続性」や「連続性」、「リアルタイム性」 が重要
 抽出はベンダー依存  （時間もコストもかかる）

 情報やシステム毎にデータ構造が異なる
 「ありのままのデータ」 として抽出できない

ベンダーチェンジの度に失われるデータ、作り直す統計ツールあり

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025
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NeoChart 選択は何のため？



医事課長のつぶやき… 電子カルテはアナログ
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医事課（特に請求業務）は昭和の働き方
「分析・評価」は常に後手＆属人化

Episode 2  「見える」から「使える」へ

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025
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《Mission》 戦略的な経営分析と請求精度の向上    どうする 医事課長

・あちこちにある診療記録
反映にタイムラグの発生

・連携していない部門情報
・表記の揺れもあり、算定

ルールと照らし合わせて
記録を探す労力 大！

・月次処理
・医事請求知識、練度

のバラツキ＝個の業務
・算定漏れの可能性も…

・過去に作られたAccessツール
データ抽出定義が変わると作り
直しが必要！
クエリの解析など作業時間も膨大

・分析はレセプト提出後
そのうえ、扱える職員は限定的

・入院請求精度向上にむけ効率的な
チェックや算定業務改善、戦略的
な経営分析がしたいのに…・医療職の記録入力も

二度手間が発生
・医療安全面でも課題

・部門システムは別

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025



DX実現に向けた蒲郡市民病院の取り組み

2021年5月 ： 病院情報システム（HIS）更新

⚫ 名古屋市立大学が保有する独自の電子カルテシステム（EMR）NeoChartを導入

ベンダー非依存のデータベースを構築し、診療情報の集約・一元化と永続性を担保する基盤を確保

⚫ 院内２８のシステム間連携にSOA基盤を採用し、部門システム・医療機器との高度な連携を実現

以降、EMRへの診療情報集約を随時実施 （今年度はWeb問診、バイタル測定機器との連携）

2021年8月〜 ： DWH基盤の構築と統計・分析データの自動生成と集約

⚫ EMRとDWHのデータベースを統合し、DWHアプリケーションを用いたリアルタイム活用を開始

⚫ 自動分析・マート構築のためのETLツール（Access）開発、BIツールを用いたデータ可視化に着手

2022年6月〜 ： DWH基盤の再構築とデータ利活用アプリケーションの開発

⚫ EMRデータベースにおけるリアルタイム変換機能を独自開発し、SDM規格（ベンダーフリーの医療用

DWHデータモデル)を採用したリアルタイムDWH基盤を再構築

⚫ SDMとETLツールを応用した業務アプリケーションの開発（がん登録支援システム）

⚫ Excel＋Power Queryを用いたDWHアプリケーションの展開（データ抽出・診療支援ツール）
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はじまりはコロナ禍！ PCR検査結果 「統計ツール」でデータ
を見る

現在はJUST DWHなどを活用して、施設基準要件確認、算定シミュレーション、レセプトチェック、
統計調査、医療分析など必要に応じて任意のタイミング、条件で抽出

【参考 当院におけるデータの活用頻度】 令和7年7月1日～14日 51項目についてデータ抽出・活用
2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025
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合言葉は「がっちゃんこ！」 壊れないリアルタイムデータで試す

膨大なデータ・業務の中に隠れた「宝」をさがせ

いつでも自由に見える ⇒ さわれる・試せる
データがあるから考えられる

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025



リアルタイムDWHを用いたアプリケーション・可視化ツール事例
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がん登録支援
（Access）

EWS判定支援
（Excel）

病床稼働状況
（JUST DWH）

看護必要度管理
（Power BI）

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025



リアルタイムDWHを用いたアプリケーション・可視化ツール事例
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医療安全関連
（Excel）

入院診療計画書
（ Excel ）

栄養ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
（Excel）

Excel・Power BIの活用
電子カルテ上で、いつでも
誰でもデータ利用が身近に

一番最初に、アウトカムのイメージをしっかり共有
算定根拠・ルールをマスタ化
エンドユーザーの使用環境・目的に合わせたデータを
データレイクからリアルタイムに提供・可視化

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025



日々の治療データとエビデンスをExcelでチェック ～入院係の看護必要度チェック画面

参照をクリックすると
該当患者カルテが展開

算定漏れの可能性が
ある場合は、自動的
に黄色網掛け表示

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025
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看護必要度分析
BIダッシュボード

ETL活用事例: 看護必要度分析を通じた入院マネジメント

JUST DWH

入院状況
ダッシュボード

DWH抽出クエリ
実行・出力

自動オペレーション （日次処理）

看護必要度分析
レポート

医事会計DWH

稼働額
(確定)

稼働額
(速報)

点数
マスタ

E, F, Hファイル

医事会計システム

レセプト作成
バッチ処理

自動オペレーション （日中15分毎）

DPCシステム

DPC
レセプト

ETLツール

ETL
（DB to DB）

ETLツール

ETL
（DB to DB）

Hファイル
抽出・出力

必要度ツール
実行

毎時更新の入院ダッシュボード
に、必要度情報を結合

公開ビューから
差分取得

※削除管理がない
ので、日次で全件
チェックを実施

OSのタスク
スケジューラ
で自動起動

統合診療情報データベース
（EMR・DWH）

必要度
算出履歴

SDM
パス

SDM
処置

SDM
処方

SDM
注射

点数
マスタ

DPC

SDM
カレン
ダー

稼働額
(統合)

看護必要度算出ツール

CSV読込 移動情報抽出

必要度算出 Excel出力

ETL
（必要度）

オーダー・
記録抽出

API追加で
ETLと連携

バッチを介して院内どこでも参照可能

Excelレポート
の算出結果を
格納（マート）

DWH内のマート
を利用して、分
析を軽量に実施
（過剰にETLをし
ない）

大量
転送

20
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Excel＋Power QueryでのETL事例： EWS判定支援

SDM
カレンダー

SDM
個人情報

SDMデータモデルと
Excel＋Power 
Queryの多彩な機能を
利用して、迅速な構築を
実現 （数日程度）

SDM
バイタル行

EMR使用時に
自動患者選択

24h以内のバイタル
直近値（SDMバイタ
ル行）を取得

リアルタイムデータ
をグラフ化

データ変換処理とその定義
は全てExcelで管理し、条
件の可視化とメンテナンス
性を確保

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025
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Excel＋Power QueryでのETL事例： EWS判定支援

本ツールの導入と、
バイタル測定機器・
EMR間の連携強化を
行い、全入院患者の
EWS判定とモニター
を実施

入院中の全患者の
EWS（過去5日分）を
リアルタイム表示
（検索時間：2〜3秒） 信頼性とリアルタイム性を担保する

利用しやすいデータ基盤を通じて、
診療支援ツールのアジャイル開発を
促進することで実現

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025
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医療DX ＝ データを活用した行動変容
鍵は「データレイク」

Episode 3  データは「誰もが主体的に」使うもの

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025



リアルタイムDWH・BIの導入の評価

DWH・BIが身近に使えることを通じて
「誰もが分析者」を叶えるツール
として更なる活用に繋げる！

◼ データが「見える」「使える」ことを通じた機運の醸成効果

⚫ BIツールだからこそ可能な、任意の切り口・タイミングで自在に可視化出来ることのインパクトは多大

⚫ 従来、欲しいときこそ取り出せない・苦労してしか取り出せないものが、リアルタイムかつ簡易に取り出せることを
通じて、現状問題解決への期待感

⚫ 一方、DWH・BIツールの制約によって、期待通りに活用出来ない場面（厳密なリアルタイム、ノースキルでの利用）
へのフォローアップ策は今後の課題

◼ 一元的なデータ統合管理のメリットの更なる活用における期待

⚫ 電子カルテ、部門記録、医事会計、物流、非システム化データ等
複合的な抽出・分析がリアルタイムかつ効率的に実現、自動化
なども容易に

⚫ 算定漏れチェック、重症度シミュレーションなどへの応用を
通じて、データを用いた迅速な業務課題解決への実践へ

⚫ ツールの作成・運用に伴い判断・算定のルールをマスタとして横断的に整備
部署間連携と業務に関する知識の向上が図られる（教育効果）
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活用する見る 繋がる

データは「誰もが主体的に」使うもの

網羅性・汎用性・即応性・信頼性を備えた
データレイクの活用 ＝ 行動変容

病院職員による内製化で開発＆医療DX推進
主体性をもって繋げる ⇒「拡がる」

「データの民主化」を展開！

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025



病院は 「小さなまち」
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様々なシステム・データ・人をつなぐ

その人らしく生きる支援と経営

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025
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デジタル田園都市国家構想交付金
（デジタル実装タイプTYPE2） 交付対象事業

がまっと！公式HP

病院のデータ統合から地域のヘルスケアデータ統合へ！

がまごおりデジタル健康プラットフォーム
データの所有者は「蒲郡市」

データ連携基盤を蒲郡市が設計・構築

医療を必要としない人にも活用

2025.7.17 国際モダンホスピタルショウ 2025
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事業概要：「がまごおりデジタル健康プラットフォーム」

自らデータを活用する市民参画型健康社会の実現

デジタル技術の活用により個人が管理している健康に関するデータや民間事業者が保有するデータを収集し「ひとつなぎ」に
まちの現状を可視化することで、「新しい繋がり」の発見と、データの活用による「新たな価値」の創造が期待

【個人による健康管理】
・ 健康志向の高まりもあり、運動などに関する意識やPHRアプリ・ディバイスの利用ニーズは高まってきている
・ 健康に関するアプリも多々あるが、スーパーアプリはない
・ 個人の健康の記録を、医療や介護、行政が効率的に共有することは難しい

【医療・介護の現場】
・ 医療、介護の現場間、救急搬送時など緊急時の対応における医療等の情報共有に課題
・ 「医療DXビジョン2030」や「電子カルテ標準化」など、国も医療DXを推進
・ 個人に医療健康情報を還元することも重要
・ 医療機関、介護施設ごとのデジタル化は、対応状況に差がある。施設管理者のデジタルリテラシーにも差がある
・ 医師等の負担軽減、介護人材の担い手不足への対応は急務
・ 質の高い医療・介護サービスの提供をするための業務効率化、持続可能な提供体制への昇華も求められる

【行政が果たす役割】
・ 少子高齢化が進む中で迎えた人生100年時代への対応を地域と一体で行っていく必要あり（自助・互助・公助）
・ 健康づくりを、疾病予防や社会環境の変化の中で、ライフステージに合わせた様々な切り口で取組みが求められる
・ 健康寿命の延伸と健康格差の縮小、要介護度、重症度の進行抑制実現にむけた健康戦略のEBPM実現
・ 高齢者が自立して地域で生活を営めるよう、介護、予防、医療、生活支援、住まいが一体的に切れ目なく提供される
 「地域包括ケア」の体制づくりが必要
・ 受診勧奨や保健指導対象者、行政的支援を要する者のスクリーニングや、介入に至るまでのタイムラグ
・ 蒲郡市における医療、介護、健康に関する地域課題の解決を目指す「DXによるまちづくり」の推進が必要

課題

対応方針
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「健康関連ひとつなぎデータ」への挑戦
〜 複数分野をつなぐデータ連携基盤から「ウェルビーイング」の実感へ 〜 蒲郡市⺠病院

デジタル医療推進室

飯⽥  征昌
＋ChatGPT(GPT-4o)

Act 2. 病院DXから始まるスマートシティ・サービスへのアプローチ



⾃⼰紹介
蒲郡市⺠病院 デジタル医療推進室 デジタル化推進監
飯⽥ 征昌（いいだ まさよし）
1980年8⽉28⽇⽣（44歳）

⼤学病院における病院情報システムの企画‧開発‧運⽤や、診療報酬‧診
療情報管理担当主査として従事し、電⼦カルテの独⾃開発や2度にわたる
リプレースを主導。その後、⾃治体病院におけるDX推進を通じて、⾏政
と⼀体となった地域ヘルスケア情報の基盤構築を主導し、現在に⾄る。
本年度より、これまで培ったスキルを横展開するための企業活動も開始。

略歴
1999年  4⽉ 名古屋市役所 ⼊所、名古屋市⽴⼤学病院 配属
2007年  3⽉ 名古屋⼯業⼤学 ⼯学部Ⅱ部電気情報⼯学科 卒業
2012年  4⽉ 名古屋市⽴⼤学法⼈職員に⾝分切替
2020年10⽉ 名古屋市⽴⼤学 退職
2020年11⽉ 蒲郡市⺠病院 ⼊職（2025年4⽉より⾮常勤）
2024年12⽉ 株式会社ホスピタルインテリジェンス 設⽴

資格‧役職
• 上級医療情報技師（⽇本医療情報学会）
• ⼀般社団法⼈ SDMコンソーシアム 理事
• 株式会社ホスピタルインテリジェンス

取締役‧アーキテクトマネジャー
• 名古屋⼯業⼤学 ⾮常勤講師
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n ⽤途：病院や診療所など1つの医療機関内で使⽤される記録
n データホルダー：各医療機関
n 特徴：業務効率化、紙カルテのデジタル化

n ⽤途：複数の病院‧施設間で患者の医療情報を共有
n データホルダー：国、⾃治体、地域医療ネットワークなど
n 特徴：継続的‧包括的な医療情報の連携が可能

n ⽤途：個⼈が⾃ら記録‧管理する健康‧医療情報
n データホルダー：個⼈
n 特徴：健康管理やセルフケアに活⽤、スマホアプリ等で

 利⽤されることが多い

EMR/EHR/PHR それぞれの定義について
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本講演の構成は、ChatGPTとの対話による事業振り返りから⽣成しました
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⽬次
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2021年の講演資料より

ここまで出来た！

まずは院内の医療
従事者へ！

そして地域のヘルス
ケア従事者へ！！ 街

ゴールを見据えた
データ基盤整備こそ
ヘルスケアDXの核心

6
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GPT先⽣に聞いてみた

⾃らのデータを
⾃らの⼿で管理‧保全し

活⽤出来ることを
どう実現するか？

地域ヘルスケア課題解決
における「共創」ツール

としてのPHR/EHR？
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DXに必要なデータ基盤の基本アーキテクチャ

データレイク

n ⽬的：あらゆる⽣データ（未加⼯）の蓄積‧保管

n 形式：構造化（CSV）、半構造化（XML/JSON）、⾮構造化
（⽣テキスト/画像/⾳声等）のすべてが扱える

n 利点：柔軟性が⾼く、⽤途未定のデータも含めて保存できる

DWH
（データウェアハウス）

n ⽬的：2次利⽤データの整理‧統合

n 形式：主に構造化（CSV）、⼀部半構造化（XML/JSON）も可

n 利点：データ定義が明確であり、利⽤時の処理負荷を低減し、
信頼性‧再利⽤性が⾼い

データマート

n ⽬的：特定部⾨や業務向けの分析⽤データの効率的な提供
（リアルタイムには不適）

n 形式：原則、構造化（CSV）
n 利点：⽬的の範囲内において、より効率的‧⾼速に利⽤可能

8
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DWH+αがあれば出来ること （病院DX）

情報のカバー範囲

リアルタイム性

CDSS：臨床意思決定⽀援

データ駆動型経営

業務統計 運営統計

運営‧臨床指標マネジメント

データ移⾏

地域ヘルスケア連携

RWD臨床研究

業務⽀援

データアーカイブ

⾊々なデータを、思ったときに⾃由に使える
データ基盤（=DWH）の構築こそがDXの第⼀歩

→ ⾼効率化

DXゾーン
基盤ゾーン

9



データレイク

DWH・マート

DB

自組織主導によるデータ基盤構築の重要性
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旧システム

旧DB
自組織主導で

そのまま抽出・格納（E/L）

自組織主導で
抽出・変換・格納（E/T/L）

新システム

新DB

新DB旧DB

⾃組織データの集約基盤 → 
情報資産保全 + 活⽤スキル蓄積

システムに依存しない
⾃由かつ効率的な

データ活⽤を実現！

データ活用
（分析、アプリ開発）

様々なシステム（＝サービス）の
データを⾃組織主導で収集し、

データレイクに蓄積することで、
⾃らによる情報資産の保全を実現

データ活⽤における⼀貫性と効率性
（ SDMなどの共通規格を採⽤）を
重視したDWHを⾃組織主導で構築
することで、データ処理スキルが
蓄積され、DX推進の原動⼒となる

10



データレイク DWH・マート

DB

ETL/APIを実装する統合データ連携基盤を用いたシステム間連携
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システムA

DB ETL

システムB

DB

システムB
DB

システムA
DB

統合データ連携基盤

システム‧サービス⾮依存の
⾃由なデータ流通の実現で、

より⼀層のデータ統合と
新たなサービス創出が

可能になる

ETLプロセスで連携するデータと、サービス連携に展開
するためのAPIを組合せれば、様々なシステムとの間に
おいて、データとサービスの双⽅向連携を幅広く⾏える

APIAPI API

データ活用
（分析、アプリ開発）

11
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ヘルスケアデータマネジメント

統合情報基盤 （IDF）院内システム

地域ヘルスケア
システム・サービス

データ活用
ソリューション

病院データ資産の保全・統合に基づく
リアルタイムDWH構築

ヘルスケア関連データ統合に基づく双方向の
サービス連携・データ活用推進

データレイク層

オブジェクトデータ
ベースを用いた
構造化・非構造化

を問わない集約的・
永続的なデータ保全

…

医事会計

院内物流

LIS

RIS

PACS

電子カルテ

Powered by:

リアルタイム
変換処理

マルチモデル データプラットフォーム

調剤

重症記録

各種デバイス

医療安全管理

EHR

自治体（保健）

PHR

医療・介護施設

医師会

関係企業

内製ツール

BI/BAツール

AIサービス

効率的な
保健行政

患者参加型
医療

EBPM
推進

診療支援・
CDSS

研究支援・
企業連携

グループ間
連携・統合

効率的な
地域包括ケア

マイナポータル
連携

データマート層

大規模かつ高速処理
を要するデータ活用

に対応
仮想DWH層

リアルタイム・
高信頼に基づく

データ活用に対応

SDM規格準拠
データモデル採用

データ駆動型
経営

ETL ＆ API プラットフォーム
データベース・ファイル・APIなど様々な形態・形式に対応可能なデータ連携基盤

© 2025 HOSPITAL INTELLIGENCE Inc. All rights reserved

Designed by:
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DXゾーン基盤ゾーン
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本研究事業範囲

蒲郡腎臓病ネットワーク（G-CKD.NET）参加機関が保有する
医療・健康情報の統合データベース構築と評価に関する研究事業の提案

本研究事業の背景と目的

• 今後の蒲郡市の健康・医療施策の推進や運用の効率化に向けて、更なるデータ活用などDXが求められており、市民向けのPHRの導入
や、医療連携のためのEHR拡充はその情報連携基盤として必要性が高まっている

• そのため、有用なPHR・EHRの実現に向けて、市内の保健・医療機関が既に有しているデータ（電子カルテ、レセプト、検査・健診、保健
指導など）を収集し、データベースを実際に構築してみることで具体的な課題を明らかにする研究を今回計画した

• 即ち、個人情報の保護に充分配慮しながら、G-CKD.NET事業に関するデータを集積・結合して、CKD患者レジストリーを構築し、その
評価を通じてPHR導入の具体的な計画に繋げる

研究事業概要と今後の展望イメージ

G-CKD.NET
参加機関からの
既存医療・健康
データ取得

研究用統合
データベース

PHR・EHR
データベース 市内医療機関の

データ連携拡充

予算要求・
補助金獲得

PHR・EHR
基盤導入

データ
分析・
可視化

健康・医療施策の
充実・推進

先進研究の
支援・促進

連結・
匿名
加工

データ
分析・
可視化

匿名加工

後ろ向き
コホート研究等

データベース
有用性評価

G-CKD.NET
事業評価

PHR基盤構築
企画策定

臨床研究ではオプトアウト
できるため、データ取得可能

当初は研究事業の成果
を足がかりにして、
PHR/EHRの導入を
見通したが…

現場・市民が
欲しい成果は

こっち！
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ユースケース： G-CKD.NET事業におけるEHR/PHRプラットフォーム活用イメージ

EHR・PHR利用 （保健行政）

・ 健診結果、受診状況・診療内容、 自宅での健康
記録などの迅速把握

・ 医療機関との連絡・連携における安全性の担
保と効率化（メール＋患者情報共有）が可能

・ PHRを利用して、容易に受診勧奨やフォロー
アップの連絡が可能

※ G-CKD.NET： 蒲郡腎臓病ネットワーク

蒲郡市における糖尿病性腎症重症化予防プログラムの一
環として、行政・医師会が協働して運営。
慢性腎臓病（CKD：chronic kidney disease）患者の

診診・病診連携における基準を定め、かかりつけ医・専門
医・保健行政の連携により、受診勧奨・治療・管理・患者教
育の一貫した診療の実施に取り組んでいる。

https://g-ckd.net

データベース活用 （保健行政）

・ 受診必要者スクリーニングの自動化、フォロー
対象者の異常監視・アラート
⇒ 迅速・的確な対応、取りこぼしの抑制

・ 患者の詳細なデータを用いた分析に基づく
G-CKD.NET事業評価が可能

PHR利用 （健診受診者・治療患者）

・ 健診結果、診療情報の把握・自己管理

・ 健康状態の自己記録・管理とEHRへの共有
⇒ 本人参加型の治療を促進

・ 関係機関からの連絡（受診勧奨・フォロー）

EHR・PHR利用 （医療機関）

・ 健診結果、受診状況・診療内容、 自宅での健康
記録などの迅速把握

・ 診療記録、連携パス、紹介状等の共有
⇒ 問診・紹介状・パス作成等の効率化

・ 連携施設間の連絡・連携における安全性担保
と効率化（メール＋患者情報共有）が可能

・ PHRを利用して、容易に受診勧奨やフォロー
アップの連絡が可能

※前提条件

・ 対象者のEHR参加・施設開示同意＋PHR利用

・ 健診・診療施設のEHR参加＋自施設データ提供

データベース活用 （医療機関）

・ 腎臓病治療に関係した情報の集約・可視化や、
アルゴリズム等を用いた診療支援
⇒ データを活用した診断・治療の促進

・ 患者の詳細なデータを用いた臨床評価・研究の
推進（学術・企業等との連携）

全体効果
・ 早期介入、診療・業務効率向上、患者参画の実現
・ データによる効果検証・評価（治療結果、コスト等）

ヘルスケア統合データベースは、統計・分析以外にも診療や
健康観察・介入等の業務支援でのリアルタイム利用を可能
とし、自在なツール開発を通じた幅広い活用を目指す
⇒ 市民病院のデータ活用ノウハウによる独自開発が可能

ヘルスケア統合
データベース

スクリーニング・
モニタリング一覧

診療支援
ツール

結局、研究のため多施設のデータを集める
のであれば、そのデータはまず現場ですぐ
に利用し、既存オペレーションのDX推進の
中で、そのデータを評価すれば良い！
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PHR導入後の可能性

保健部門

事業名 現在の内容 現在の問題点 PHR導入後使用したいデータ等 データ連携で出来ること 前提条件 効果

判定

実現手法（処理手順・データ連携方法な

ど）

課題

腎臓病ネットワークの

有効性の評価と今後

の取り組み

令和元年から蒲郡腎臓病ネットワーク

協議会を発足し、行政、かかりつけ医、

専門医が連携して、早期のかかりつけ

医から専門医の紹介による体制整備

により慢性腎臓病の重症化予防と透

析抑制を目的に実施している。

データを解析し本事業の評価をした

い。

・健診で受診勧奨が必要となった者の確認は、現状

はレセプトで確認しているため、レセプトが届くまで

の時間がかかってしまいタイムリーは確認、指導がで

きない。

・ネットワークを使った患者と、使わなかった患者と

の効果検証ができていない。

・行政、医師のやり取りが連絡票（紙ベース）であり手

間と時間がかかる。

・健康かるて（特定健診）

・レセプト（ＫＤＢ・医療機関、社保？）

・市民病院、かかりつけ医、紹介専

門医の慢性腎臓病患者のデータ

（eGFR等検査データなど）人間ドッ

クデータ

・医療費

・統合DB（EHRまたは健康かるてからの健診・

診療データ）をリアルタイムに抽出することで、治

療・指導が必要な患者のスクリーニングを自動か

つ迅速に実施可能

・EHR登録・連携患者のデータであれば、効果検

証を詳細に行える

・EHRを用いて、行政-医師間の連絡がデジタル

で可能

・PHR利用で、本人への受診勧奨の連絡や、自宅

での健康記録を指導・治療に応用できる

・健診時点でのEHR登録

・EHR参加医療機関受診時

のID紐付け

・G-CKD参加医療機関の

EHR参加とデータ提供

◎ ・健診データ：健康かるて→EHR→

PHR（マイナポと重複の可能性）

・レセプトデータ（分析用途）をEHRネッ

トワークで収集対象とするかのルール設

定

・G-CKD利用者の把握・管理をEHRで

どう行うか（連携パスの電子化？）の検

討

蒲郡市の健康課題

糖尿病がなぜ多いの

か？

蒲郡市の特定健診の結果や、医療受診

状況をみると、糖尿病が多い。

何が原因と考えられるのかをデータ

を解析して分析したい。

・糖尿病が多いという事実はあるが、本市になぜ多

いかという因果関係が示せず、一般的な予防の取組

に至っている。

特定健診データ

市民病院の受診者のデータ

ヤングエイジ健診のデータ

医療レセプト

歯科健診データ

GIS

等

・EHR登録・連携患者のデータであれば、要因分

析を詳細に行える

・EHRで調剤薬局と検査結果を幅広くカバーで

きれば、現役世代の動向も一定程度把握可能

・統合DB（EHRまたは健康かるてからの健診・

診療データ）をリアルタイムに抽出することで、治

療・指導が必要な患者のスクリーニングを自動か

つ迅速に実施可能

・PHR利用で、本人への受診勧奨の連絡や、自宅

・健診時点でのEHR登録

・EHR参加医療機関受診時

のID紐付け

○ ・レセプトデータ（分析用途）をEHRネッ

トワークで収集対象とするかのルール設

定

地区別の健康課題の

分析

地区別の健康状態については、健診受

診率や保健指導対象者など、KDB

データを活用した地区別の比較を

行っている。

地図情報については、健康分析として

の活用はこれまでにない。

どこの地区に、どのような健康状態の人が集まって

いるのか、どこの地区にどのような健康課題がある

のかが明確ではなく、地区ごとの特性が把握できて

おらずターゲットに見合った介入ができていない。

地図情報（GIS）

特定健診データ

医療レセプト

問診表

市民意識調査？

・EHR登録・連携患者のデータであれば、要因分

析を詳細に行える

・EHRで調剤薬局と検査結果を幅広くカバーで

きれば、現役世代の動向も一定程度把握可能

・健診時点でのEHR登録

・EHR参加医療機関受診時

のID紐付け

○ ・診療所等は全員参加では無い

・レセプトデータ（分析用途）をEHRネッ

トワークで収集対象とするかのルール設

定が必要

がん検診の精密検査

精度向上

がん検診で要精密検査となった場合、

次の方法で二次検診の情報を得てい

る

①１次検診受診医療機関（A）より報告

A受診→（紹介状）→B受診・治療→（結

果報告）→A→保健センター

②２次検診受診医療機関（B）より報告

A受診→（紹介状）→B受診・治療→（結

果報告）→保健センター

・検診の情報共有が時間がかかったり、不正確な場

合がある。

・本人への精検受診勧奨にタイムラグが生じ、効果的

な受診勧奨につながらない

①の場合

１次検診受診後から、２次検診の結果報告までに非

常に日数がかかる

②の場合

１次検診医療機関（A）への結果報告が遅くなる。

１次検診受診データ

２次検診受診データ

※健康かるてへのがん検診データ登録タイミン

グがそもそも遅いということで良いか？

※どういった箇所で不正確となる可能性がある

のか？

× ※検診実施時点でのデータ化困難であ

れば、

① 検診医療機関で結果をEHRにPDF

で登録

② ①の新規登録状況を確認出来る

チェックリストを保健センター・1次検診

医療機関で確認

③ 保健センターでEHRを参照しながら

健康かるてに登録

④ 健康かるての内容をEHRに連携

予防接種の誤接種防

止

医療機関は問診票に接種歴の日付け

を印や手書きで記入、ワクチンロット

番号はワクチンシールを添付

予防接種の接種歴は個々の母子健康

手帳に記録

母子健康手帳を忘れると履歴が確認できず接種で

きない

医療機関からの接種報告は１か月まとめて報告のた

め、接種歴はタイムリーにはわからない

予防接種歴は問診票を手入力のため誤りもある

予防接種歴 ・健康かるてで入力または、PHRを使ってマイナ

ポータルから取得した予防接種履歴をEHRで共

有・確認できる

・健康かるてからの個人の予防接種履歴をPHR

に提供することが可能

・予防接種記録登録時点で

のEHR登録

△ ・行政保有：健康かるて→EHR→PHR

（マイナポと重複の可能性）

・個人保有：マイナポータル→PHR→

EHR（健康かるてと重複の可能性）

・接種券発行時にEHR登録状況を確認

し、未登録者への同意・登録依頼の仕組

みが必要

・接種記録登録時にEHR登録処理（ID

発行）を並行して行う必要がある

・既存データ連携だけでは接種時点で

のデジタル化は困難。別途システム導入

が必要（コロナだけVRSがあるが…）
ヤングエイジ健診後

の要医療者の病院受

診の向上

医療機関への受診が必要と診断され

た者が20％ほどいるが状況確認がで

きていない。

再検査した情報などがわからない。受診につながら

ない

健康かるて（ヤングエイジ健診）

再検査後のデータ、医療の状況

※国保以外のレセデータ入手が困難であること

も一因で良いか？

・統合DB（EHRまたは健康かるてからの健診・

診療データ）をリアルタイムに抽出することで、治

療・指導が必要な患者のスクリーニングを自動か

つ迅速に実施可能

・健診時点でのEHR登録

・EHR参加医療機関受診時

のID紐付け

○ ① ヤングエイジ検診データのスクリーニ

ング対象者リスト作成（監視対象）

② ①のうち、EHRの受診歴と照合した

リストを作成

子どもの乳幼児健診

時等の身長体重の共

有

健康カルテ又は母子手帳にしか記入

がない

3歳児以降活用がない

乳幼児健診時の発育・発達は医療機関はわからな

い。発達の情報があると受診時相談にのってもらい

やすい

乳幼児健診後の身体情報 ◎ ・PHR登録時にマイナンバーカード認証

を設ける予定だが、乳児の段階からの

作成は困難か…

妊婦健診の検査結果

の活用

妊婦健診の結果は受診券（紙ベース）

で結果を把握している。結果を活用し

た保健指導などは実施していない。

受診票（紙ベース）が健康推進課に届く時期が遅いた

め、タイムリーな保健指導ができない。

健康かるて（妊婦健診、乳幼児健

診）

市内妊婦健診受託医療機関の医療

情報

・市民病院などEHRと電子カルテ連携を行う医

療機関の健診結果の流通による、健康かるてへ

の入力・取り込みの迅速化

・統合DB（EHRまたは健康かるてからの健診・

診療データ）をリアルタイムに抽出することで、保

健指導対象者のスクリーニングを自動かつ迅速

に実施可能

○ ・市外で受検した情報は健康かるてに無

い（PHR利用でマイナポータルから入手

可能）

教室参加者の情報の

活用

特に分析していない 特に活用がない かかりつけ医での最新の検査結果 ◎

がん検診・予防接種は、求めるメリットに対して即時
性要件が満たせない（デジタル化までのタイムラグ）

→ オペレーション改善（現場でのデジタル化）が必要

現在の保健事業の課題に対して

・データを利用して改善したいこと
・EHR/PHRと連携したい既存データ
・データ連携の条件や実現可能性
・効果判定（コスト感、タイムラグ等）

上記事項を整理・判定し、実現可能性を吟味
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蒲郡市医師会

住民健診・検診
データ出力データ出力・連携

がまっと！登録・
カード発行・名寄せ

がまっと！同意書

保健センターまたは
受託医療機関

蒲郡市

市内医療機関・
市医師会に委託

がまっと！名寄せ情報取込
（健康かるて）

統合DB取込
（がまっと！同意分）

保健センターで受領
（手渡し・郵送）

がまっと！
同意

がまっと！登録・データ連携運用のユースケース （蒲郡市保健事業、医師会健診事業関連）

紙入力・画像データ

結果入力・取込

紙・Excel入力等
がん検診

キーパンチ委託

事業主体

実施場所

住民健診・検診（市委託）
妊産婦・乳幼児健診、
歯科検診、保健指導

住民健診・検診
（歯科以外）事業区分

健診システム入力
（OCR取込等）

健康かるて入力
（医師会データ取込）

保健センターで登録・発行
（宛名番号で名寄せ）

がまっと！名寄せ情報取込
（健診システム）

統合DB取込
（市保有データ）

健康かるて入力

あり

蒲郡市保健事業データ出力

がまっと！個人情報
を利用した分析等

がまっと！
事務局

事業所健診・ドック
データ出力

健診システム入力（がん検診Web入力含む）

事業所健診・ドック

医師会集配で
回収・送付

EHR/PHR反映
市保有データ
を利用した分析等データ利用

手渡しできないカード
を事務局から郵送

診療における
保健データ活用

医療機関

医療機関で受領
登録非対応の
医療機関より送付

医師会健診センター

医療機関で登録・発行
（宛名番号で名寄せ）

医師会で登録・発行
（宛名番号または宛名コードで名寄せ）

医師会で受領

蒲郡市保健事業・市医師会健診事業のワークフロー解析に基づく、がまっと！登録・データ連携フロー案

データ連携に必要な新規業務フロー
（同意取得・名寄せ）

データ活用フロー

現行運用における
デジ・アナ混在
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外部委託検査
（BML）

電子カルテシステム+EHR

医師会外部委託業者 診療所

情報参照

市民・患者

検査依頼

PHR基盤を
病診連携に活用
（検体検査データ統合

→ 地域EHR化）

検査結果連携
クラウド

検体検査システム
（電子カルテ部門システム）

検体検査報告書健診報告書

健診報告書

画像サーバー

健診・検体検査
システム

健診システム
（電子カルテ部門システム）

PHRを市内医療機関の
診察券（ID）と情報開示
同意の管理に応用し、病
診連携の促進を図る
（本人による名寄せ）

PHRで市民病院と
診療所のID登録と
同意がされた場合、

EHR参照可能に

診療所からのPHR参照
と市民病院EHR参照の
ネットワーク管理を一元

化し、効率化を図ること
で利用促進に繋げる

PHRに検体
検査結果も
連携する

市民病院においても、
医師会健診・検体検査
のデータ参照が可能

院内検査結果
や処方情報な
どPHRとの連

携を拡充

市内の健診結果に加え、
市民病院の検査結果や
処方履歴、医師会の検体
検査結果などを参照可
能に

診療所において、
患者同意があれば
PHR（健診・検体検
査結果）と市民病
院EHRのどちらも
参照可能に

PHRで結果参照が可
能になれば不要（自院
依頼検査のアクセスコ

ントロールは要検討）

蒲郡市におけるPHR導入＋仮想病院構想（STEP2：検体検査データ統合による病診連携強化）

蒲郡市医師会と蒲郡市民病院との間における
連携強化に向けた検討の中で…

・ 健診結果の共有のためのPHR導入
・ 市民病院EHRとPHR連携による活用拡大
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市民病院データセンター

効率的な
保健行政

情報参照＋データ提出・入力

データ連携

情報参照のみ

地域活性化
市民サービス
向上

EBPM
推進

診療支援研究支援 企業連携
効率的な
地域包括ケア

市民病院 病院・診療所 調剤薬局 介護施設

ヘルスケア情報
（PHR/EHR）

統合データベース
（市民病院/ctc）

統合連携基盤
（SOA）

（市民病院/ｃｔｃ）

市役所（健康
推進課等）

医師会
（健診・検査）

外注検査
事業者

EHR
（パシフィック
メディカル）

訪問看護・
介護

市民・患者 消防本部

地域ポイントプ
ラットフォーム
（NTT西日本）

データ分析
実証事業
（NTT東日本）

PHR
（TIS）

データ
活用・分析

（市民病院/協力機関）その他PHR
（お薬手帳、
母子手帳等）

マイナポータル、
公的個人認証

がまごおりデジタル健康プラットフォーム： システム構築・連携概念図 （企画構想時）



2025.7.16  国際モダンホスピタルショウ2025  出展者セミナー B-9
20



2025.7.16  国際モダンホスピタルショウ2025  出展者セミナー B-9

日本経済新聞（2018年7月29日朝刊）

雑誌：ウェッジ（2018年5月号）

21

国の医療DXに至るまで… （2018年頃）
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国の医療DXに至るまで… （2018年頃）

参照元： 総務省「平成28年度第2次補正予算 『クラウド型EHR高度化事業』の運用状況」 （令和4年8月） https://www.soumu.go.jp/main_content/000833235.pdf

双⽅向性は、急性期
病院にとってこそ有⽤！

22

オペレーション主体は変わらず
2次利用の観点は薄い…

当院でも導⼊済だが
利⽤施設伸びず…



Society 5.0 新たな価値の事例（医療‧介護）

出典：内閣府 Society 5.0 新たな価値の事例（医療・介護）
http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/medical.html

AIによる効果的な活⽤の実現には、
様々なデータの
蓄積‧連携

のノウハウが必要不可⽋

⇒ 効果的な EMR / EHR / PHR の
サービス構築とデータ統合なくして
⼈間中⼼のAI活⽤は成り⽴たない！

国が提唱するSociety 5.0とは
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル
空間（現実空間）を⾼度に融合させた
システムにより、経済発展と社会的課題
の解決を両⽴する、⼈間中⼼の社会
（Society）
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目指すべき将来像は… （これも2018年頃）

23
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Sustainability に Well-being 蒲郡市の政策との合致…

出典：内閣府：スマートシティの構成要素とさまざまな取組
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/index.html

出典：デジタル庁：デジタル田園都市国家構想の取組イメージ全体像
https://www.digital.go.jp/policies/digital_garden_city_nation

ああ、こっちだ！ → スマートシティ

24

市民向けPHR
サービス

地域ヘルスケア特化の
安全なネットワーク・
データインフラ構築

⾃治体向け
施策の活⽤！

地域ヘルスケア
サービスのDX推進
（官民連携のEHR）
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※Well-beingとは

個人や社会のよい状態。 健康と同じように日常
生活の一要素であり、社会的、経済的、環境的な
状況によって決定される。（WHOの説明より）

逆説的に捉えれば、健康不安を抱えたまま
でのWell-being向上は見込めない！

→ 市民病院の使命感と合致
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市民・患者
ヘルスケア情報の
自己活用と
地域共有

（地域のヘルスケア情報管理・共有）

（個人のヘルスケア情報管理)

自身のデータを地域へ提供＋地域から還元

EHR

PHR

自身のデータ
を取得・入力

行政
健診・健康増進
地域包括支援
救急・災害

医療
病院
診療所
薬局

介護
施設
訪問

各施設のデータを地域で共有

個人と各施設のデータを地域で共有・活用

ヘルスケアデータ連携基盤

データ
活用・還元
業務改善 政策判断
学術研究 産業振興
市民サービス向上

ヘルスケア統合
データベース
（生涯健康・医療情報）

循環型のデータ利活用

施設間コミュニケーション促進

PHR/EHR共に、データ
公開と、API実装に協⼒
的なサービス（SaaS）

を選択

データレイク‧リアル
タイムDWH‧ETL/API
を搭載するデータ連携

基盤を独⾃構築

各施設とEHRのデータ
連携においてもサービス

と直接結ばず、蒲郡市
によるデータ集約を

経て各サービスに供給

病院のデータ統合から地域のヘルスケアデータ統合の実装へ！

26



蒲郡市民病院サーバー室内 既設情報システムサーバーラック

サーバースイッチ ×2

EHRデータセンターFW ×1

EHR外部接続FW ×1

データセンター用サーバー
（2.9GHz/32core/256GB） ×1

バックアップ用サーバー ×1

バックアップ用テープ装置（LTO8） ×1

データセンター用サーバー
（2.9GHz/32core/256GB） ×1

データセンター用オールフラッシュスト
レージ（69TB） ×1

がまごおりデジタル健康プラットフォーム： データセンター機器構成

ラック・無停電電源装置（UPS）・モニ
ターコンソール等は既存設備を利用

オールフラッシュストレージ（内部）

旧放射線画像管理（PACS）
サーバー関連装置： 約25TB

新サーバー装置に既存PACSデータ
を移行（約50TB利用可能）

2025.7.16  国際モダンホスピタルショウ2025  出展者セミナー B-9
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インフラ構築体制

全体設計、
プロジェクト管理

詳細設計・構築

既存の病院情報システムインフラ
（サーバー仮想化・ネットワーク統合済）

に追加・変更を行う形で基盤を構築
病院基盤と同じ24時間
365日対応を、最小限
のコストで適用！



がまっと！データ連携基盤のシステム構成図
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参加施設出⼒データ

PHRシステム マイナポータル

蒲郡市域EHRサービス

薬剤・健診情報、
予防接種歴

!
"
#
$

%
"
&
'
(
)
*
+

市⺠PHRサービス 住⺠健診結果
Web登録システム

ヘルスケアデータ
利活⽤・分析サービス• 市内医療・介護・保健（⾏政）施設間の情

報共有・連携のためのサービス基盤
• 本⼈同意に基づく参加施設の医療・介護情

報、蒲郡市保有の保健情報、本⼈のPHR・
マイナポ情報の多様な閲覧が可能となり、最
適なサービス提供に資する

• 市医師会委託事業である住⺠健（検）診
のデジタル⼊⼒を推進し、タイムリーなデータ活
⽤を実現することで、迅速な保健・医療サービ
スの提供を可能にする

EHRシステム

• 市⺠および施設利⽤者向けのPHRアプリケー
ションを提供

• 本⼈同意に基づくEHRとの紐付けにより、医
療・保健情報の提供、本⼈の健康記録やマ
イナポ情報の取得など、双⽅向のデータ連携・
蓄積を⾏い、個⼈の健康管理に寄与する

• データ連携基盤のデータ蓄積部を活⽤し、蒲
郡市保有+本⼈同意+参加施設・蒲郡市
間で共同利⽤可能なヘルスケア関連情報の
タイムリーな分析・可視化等を⾏い、より良い
サービスの提供や施策評価に繋げる

蒲郡市⺠病院
情報システム

市医師会
健診・画像システム

蒲郡市役所
健康管理システム

健診情報、
予防接種歴、
保健指導情報、
受診券情報

健診情報、
検査情報、
健診結果

Web登録情報
診療情報、
健診情報

各種マスター情報、
個⼈登録情報、
診療情報、
介護ケア情報

診療・介護・保健
情報ファイル取込、
個⼈情報照会API

がまっと︕名寄せ
情報登録API 健診結果情報

ファイル取込

受診券情報
照会API

診療情報、
調剤情報

介護ケア情報

問診・バイタル・
アクティビティ情報、
個⼈登録情報、
マイナポ情報

医療・健診・マスター
情報取込API

ODBC 
Driver

サービス・データコネクター データマネジメント（ヘルスケア統合データベース）プロセスマネジメント

%
"
&
連
携
基
盤

FW

※ データ蓄積部のネットワーク分離によるセキュリティ強化（データ連携基盤内アクセスに限定）

InterSystems IRIS Data Platform

データ蓄積・処理・変換
(全情報を管理するデータレイク+リアルタイム利⽤可能なDWH)

SQL/ObjectScript/Python︓独⾃開発・ライブラリ利⽤

データ分析
(AIモデル連携等)

データ変換
(リアルタイム・形式⾮依存)

ファイルストレージ (Rawデータファイル保管)
データキャッシュ・リンクテーブル

Enterprise Cache Protocol/SQL Gateway

タスクスケジューラ (バッチ処理管理)

管理・セキュリティ (アクセス制御・システム監視)管理・セキュリティ (アクセス制御・システム監視)

InterSystems IRIS Data Platform

InterSystems Web Gateway

SQL/ObjectScript/Python︓独⾃開発・ライブラリ利⽤

ETL処理モジュール
(SQL/API/ファイル等の操作・⼊出⼒)

API処理モジュール
(メッセージ処理・送信）

データ連携・処理プロセス管理
Interoperability

(API・ETL処理プロセスの実⾏管理・制御)

ODBC DriverApache HTTP Server

凡例 データの流れ

データレイク
＋

リアルタイムDWH
＋

ファイルストレージ

ETL＋API

28

がまっと！開発体制

設計・開発、
プロジェクト管理

エンジニア派遣（準委任）

基盤提供・技術支援
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がまっと！を通じて、 デジタル地方創生サービスカタログに IRIS for Health が掲載されました ^^v
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医師会健診・検査

市役所健康管理

医師会PACS

EHRデータ連携基盤

PHR

がまごおりデジタル健康プラットフォーム データ連携関係図 （医師会・市役所システム関連分）

EHR患者
照会・登録（API）

健診結果出力
（csv）

画像検査患者
リスト出力（csv）

受託・外注検査
結果出力（csv）

EHR患者登録
情報出力（csv）

画像検査情報受信
（MWM変換）

EHR-ID受信・
PID置換

外注検査データ
取込・管理

EHR患者照会・登録
中継API 患者基本情報DB

検査結果取込
（SS-MIX2）

検査結果取込
（SS-MIX2）

患者登録・変更
（API）

医師会健診
データ取込

健診・保健指導・
予防接種等出力

EHR登録患者
情報取込

医師会EHR登録
患者情報取込

EHR登録患者
情報出力（市役所）

健診情報取込

健診情報出力
（市役所）

健診結果取込

健診結果取込
（健診標準csv）

健診検査はEHR-ID

受託検査は各施設患者ID

市役所健康管理
データ取込

健診情報出力
（EHR/PHR）

医師会検査
データ取込

医師会検査
データ出力

DICOM
アップローダー

DICOM受信
（EHR参加施設用）

統合DB
・医師会EHR-ID対応表

・医師会健診（全件）
・医師会検査（全件）
・市役所健康管理

（EHR同意分）

お知らせ情報
取込

PACSのワークリスト用と

して出力（医師会IDで）

EHRと医師会のID対応表

・自治体健診：宛名番号

・事業者健診等：独自ID

診療所直接依頼のデータ
を外注業者から受領

撮影後、EHR登録患者の
DICOMタグを書き換え、

EHR-IDで参照

市民病院以外のEHR参加
施設の画像を格納

市民病院以外のEHR参加

施設の画像を収集・送信

撮影時までは全て医師会

IDで運用

市役所からのデータは

EHR同意分のみを出力、
宛名番号を含めない

医師会ID以外の個人情報
を除去して全件出力

必要に応じてデータから報告書

様式のPDF生成も考慮

医師会からのEHR-IDと宛名番号

対応表と、EHRのオプトイン情報
を結合して出力

医師会健診・市役所データ

はEHR-IDで流通させる

ので、名寄せ登録は不要

受診勧奨等の通知に使え

るため、今後活用を検討

医師会からそれぞれ受信した健診

および受託・外注検査データを統

合して出力（電カル連携施設の
データは除外する必要あり）

医師会や医療機関で実施した自治
体健診データを市役所形式で出力

宛名番号やEHR非同意分の検査・

健診データは以下の目的で保持し、
EHR/PHRには流通しない
・市役所とのデータ連携

・今後の同意取得時の過去分反映

各施設患者IDで全件出力

（EHR-IDの紐付なし ）

市役所健康データの取込によって、

所見・問診等の情報も反映可能

医師会・市役所データは

EHR-IDで取込

EHRオプトイン情報を同

期し、撤回状況も管理

DB公開で最新情報の照会

やチェックを可能に

従来通り、宛名番号を
キーにして取込

基本、全てのシステム間
コミュニケーションを
データ連携基盤にて

集約する

→全てのデータが集まる



がまごおりデジタル健康プラットフォーム（がまっと！） ：サービス・データ連携イメージ
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本人のQR提示で

連携開始

マイナンバーカード・

がまっと！カード

連携

フェースシート、バイタル等

患者情報、診療記録、処方歴、
検査結果、放射線画像等

レセプトデータ、文書・画像
ファイル等 （手動アップロード）

調剤実績 （レセプト）

自治体健診結果、予防接種歴
保健指導歴

健診結果、検査結果

患者情報、診療記録、処方歴、
検査結果、バイタル、健診結果等

文書・画像ファイル等
（手動アップロード）

EHR： MINET （がまっと！メインシステム）

市民病院EHR+市民病院DICOM画像 EHR連携DICOM画像

病院・診療所
（データ連携）

介護事業所
（データ連携）

病院・診療所
（データ非連携）

介護事業所、
訪問看護事業所
（データ非連携）

患者情報（病歴、アレルギー、禁忌等）の参照・直接入力

診療記録（SOAP、サマリ、看護記録等）の参照

処方・注射歴、調剤歴、検査結果の時系列参照

バイタルデータの時系列参照・直接入力

健診結果報告書の参照

文書・画像ファイル参照・アップロード （紙媒体の画像共有）

ケア記録・フェースシート・アセスメントの参照・直接入力

連携アプリケーションの起動 （PHR、市民病院EHR等）

EHR参加者間のメール・グループチャット機能 …等

調剤薬局
（データ連携）

医師会

市役所

バイタル、アクティビティ等

診療・調剤歴
特定健診結果
予防接種歴

市民病院

PHR： ヘルスケアパスポート
（市民・患者用）

ヘルスケア関連アプリ、ヘルスケアデバイス

マイナンバーカード
＋マイナポータル

健康・医療記録の自己入力

健診・医療情報の参照
（EHRからの情報提供内容）

マイナポータル情報取得・
参照

お知らせ受信、アンケート
回答入力

家族間共有・代理入力

Appleヘルスケア・Google
ヘルスコネクトとの連携
（スマートフォン内ヘルスケア
データをPHR・EHRに伝達）

Apple
ヘルスケア
or

Google
ヘルスコネクト

市民病院のカルテ・レポート・画像の参照
市民病院以外の医療機関
＋医師会健診画像の参照

ウェアラブルデバイス・家庭用医療機器のデータ
や、各種アプリのデータをスマートフォンに集約

PHR： ヘルスケアパスポート
（EHR利用者用）

自己健康記録・問診入力内容の参照

マイナポータル情報取得内容の参照

お知らせ発信、アンケート回答内容の参照

31
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「医療」DXは完成しつつあるが…

出典：厚生労働省「第20回 健康・医療・介
護情報利活用検討会医療等情報利活用
ワーキンググループ 【資料2 電子カルテ
情報共有サービスにおける運用につい
て】」（2024/1/24）
https://www.mhlw.go.jp/content
/10808000/001197924.pdf

本人（マイナンバーカード）
を介した

医療機関同士の情報閲覧
＋

自身の医療情報閲覧

取り扱う情報は

3文書6情報

のみ
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出典：厚生労働省「第4回「医療DX令和
ビジョン2030」厚生労働省推進チーム 
【資料2-2 全国医療情報プラットフォー
ムの概要】」（2023/8/30）より抜粋

現場における活用方法は、
閲覧ベースであり、データ
利用の展望は…？

地域包括ケアなど、組織横断
のチームワークには、別のコ
ミュニケーション基盤（EHR）
の整備も必要

地域外の医療情報収集には
有用となる可能性

医療現場におけるDX
範囲は限定的…

活用すべきデータの
殆どは自分たちの地域
に存在している！
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「医療」DXは完成しつつあるが…
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国の施策間の隔たりを、地域としてどう繋げていくべきか？

全国統一の医療オペレーションと
これに基づくデータ基盤

デジタル活用による
地域課題解決の将来像

公助 ： 全国医療情報PF（＝社会保障制度）

共助＋自助 ： 地域EHR＋民間PHR
（=官民協働のスマートシティ）

地域の実情に適した情報活用・DXのために

は、地域独自の基盤整備こそが必要

それをベースに、国、他地域とどう繋げるか

36
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出典：あいちデジタルヘルスプロジェクト基本計画 （P24）
https://www.pref.aichi.jp/uploaded/life/547834_2523875_misc.pdf

あいちデジタルヘルスコンソーシアムにおけるデータ連携基盤構想
（デジタルヘルス社会実装・共創基盤構築事業）

県に対して、良質の
データ提供が可能！
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ヘルスケアデータ連携基盤の役割分担モデル案 （愛知県 × 蒲郡市）

県内
他自治
体市民

蒲郡
市民

各自治体それぞれに、ヘルスケアに関連するデータ連携
基盤を構築・導入しても、県で統一したAPI（機能範囲・
データフォーマット等）に準拠することで、県内で共通し
たデータ・サービスの連携が可能

蒲郡市は、PHR・EHRとデータ連携基盤
を利用して、地域・市民のヘルスケアデー
タを連携・統合する

蒲郡市域EHR

蒲郡市ヘルスケア
データ連携基盤

市民病院

病院・診療所 調剤薬局 介護施設
ヘルスケア

統合データベース

医師会市役所

民間PHR
サービス

API

蒲郡市民

PHRデータ

API

API

API

ETL

蒲郡市域

EHRデータ
EHR-ID EHR-IDを蒲郡市域ヘルスケアデータの

共通IDとする

県の仕様に則ったAPIを追加実装すれば、
市域ヘルスケアデータの連携が可能

都市OS基盤・
市民ポータル
（将来構想）

他自治体
データ連携基盤

Etc.

API

他自治体

PHRデータ

・地域内サービスの連携・中継
・地域内データの集約と共有
・広域サービスとの接続・連携

を前提とした範囲で基盤構築を行う

API
スマートシティと接続しやすい範囲での
地域ヘルスケアデータ集約が有用では？
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国の施策間の隔たりを、地域としてどう繋げていくべきか？

全国統一の医療オペレーションと
これに基づくデータ基盤

デジタル活用による
地域課題解決の将来像

39

地域における医療・介護の持続性確保と
ヘルスケア課題の解決を目的にした、
スマートシティサービスを提供

そこから生じるデータ資産（アセット）を、

市民の同意と自治体の責任で活用する

市民・患者
ヘルスケア情報の
自己活用と
地域共有

（地域のヘルスケア情報管理・共有）

（個人のヘルスケア情報管理)

自身のデータを地域へ提供＋地域から還元

EHR

PHR

自身のデータ
を取得・入力

行政
健診・健康増進

地域包括支援
救急・災害

医療
病院

診療所
薬局

介護
施設

訪問

各施設のデータを地域で共有

個人と各施設のデータを地域で共有・活用

ヘルスケアデータ連携基盤

データ
活用・還元
業務改善 政策判断
学術研究 産業振興
市民サービス向上

ヘルスケア統合
データベース
（生涯健康・医療情報）

循環型のデータ利活用

施設間コミュニケーション促進

地域集約データとの
双方向連携を希望！
（転入・転出者への
手厚い支援策として）
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データの独⽴‧⾃治を起点に
⾃⾝の情報の⾃⼰活⽤を推進し

サービス選択肢の獲得による⾃由競争の促進によって
医療を起点にヘルスケア全体の質の向上へと導くことが
蒲郡市⺠病院が果たす「データの⺠主化」の実像である

結語
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